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政策委員会の活動状況 
 

平成１３年８月２８日 
 
 前回の本部会合（平成１３年１月３０日）以降、これまでの政策委員会の
活動状況は、以下の通りである。 
 
１．地震に関する基盤的調査観測計画の見直しと重点的な調査観測体制の整
備について 
    調査観測計画部会（部会長：長谷川・東北大学大学院教授）では、地震
に関する基盤的調査観測計画（平成９年本部決定）の見直しと重点的な調
査観測体制の整備についての検討を行い、８月に報告を取りまとめた。政
策委員会においても検討を行い、本部会議に報告することとなった。 
    また、地震関係データの流通については、調査観測計画部会の下に設置
されている調査観測結果流通ワーキンググループ（主査：本蔵・東京工業
大学大学院教授）により、検討を進めているところである。 
 
２．平成１４年度地震調査研究予算概算要求について 
    予算小委員会（主査：萩原・日本大学客員教授）では、関係省庁からヒ
アリング等を実施し、地震に関する調査研究予算等の事務の調整を行った。
政策委員会は、予算小委員会の報告に基づき検討を行い、本部会議に報告
することとなった。 
   
３．成果を社会に活かす部会報告 
    成果を社会に活かす部会（部会長：廣井・東京大学社会情報研究所長）
は、地震調査委員会が公表する活断層の長期評価を社会に活かしていくた
め、その方策の検討を行ってきた。また、文部科学省は、防災専門家等を
対象としてアンケート調査を実施した。部会においては、その結果を踏ま
え、さらに検討を進め、８月に報告を取りまとめた（参考１４－（１）参
照）。 
 
 

 

資料１４－（６） 
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最近の開催状況 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

政策委員会（委員長：伊藤早稲田大学教授） 
年月日 通算回数 

平成 13 年  １月２３日 第１８回 
         ８月２２日 第１９回 

 

予算小委員会（主査：萩原日本大学客員教授） 
年月日 通算回数 

平成 13 年  ４月１９日 第１９回 
           ６月２９日 第２０回 
           ８月  ６日 第２１回 
         ８月２１日 第２２回 

 

調査観測計画部会 
（部会長：長谷川東北大学大学院教授） 
年月日 通算回数 

平成12年 １０月１７日 第２３回 
平成 13 年  １月１７日 第２４回 
           ３月  ９日 第２５回 
           ３月２９日 第２６回 
           ５月１７日 第２７回 
           ６月２５日 第２８回 
           ８月  ８日 第２９回 

 

成果を社会に活かす部会 
（部会長：廣井東京大学社会情報研究所長） 
年月日 通算回数 

平成 13 年  ４月２４日 第６回 
   ６月１１日 第７回 

 

調査観測計画部会 
調査観測結果流通ワーキンググループ 
（主査：本蔵東京工業大学大学院教授） 
年月日 通算回数 

平成 13 年  ２月２７日 第１６回 
   ７月１６日 第１７回 

 

重点的な観測体制を整備するための 
地震調査委員会との意見交換会＃ 
年月日 通算回数 

平成 13 年  ５月  ８日 第１回 

 

調査観測計画部会重点的観測計画検討会＃ 
（主査：長谷川東北大学大学院教授） 
年月日 通算回数 

平成 13 年  ３月１２日 第１回 
           ３月３０日 第２回 
         ４月１７日 第３回 

 

＃注２）政策委員会委員長が必要により招集した検討会等 

注１）12 回本部会議（平成 12年 8月 29 日）以降を集計 


